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1 ．は じめに

　焼却施設の 運転管理 を行う立場か ら、ダイオキシ ン 類 の 排出濃度を迅速 に 知 り、濃度変動 の 要因を的確 に

把握 し対処する こ とを可能とする な ど、運転管理 を適切 に実施で きるデー
タ の 取得が望ま れて い る 。

　本研究で は集 じん装置入 口 側、出口側 における排 ガス中の有機ハ ロ ゲン の 総 量 （OHC ｝と飛灰 中の 有機 ハ ロ

ゲ ン 類 に着目 し、運転条件を変えた時 の 排ガス 中の ダイオキシ ン類と OHC を同時測定する と と もに、飛灰 中

の ダイオキシ ン類と 有機 ハ ロ ゲ ン類 をも分析 、評価する こ とで 、ダイオキ シ ン 類 の 化学的簡易代替 モ ニ タ リ

ン グや焼却施設 の 運転管理 を 支援す る ための ツ
ー

ル として の 適用性 を評価し た 。

2 ，．方　法

　キ ル ン ス ト
ー

カ方式の産業廃棄 物焼却施 設 で あ る P！ant　A 　　　　　溝 翫 ＿ 所 　働 麟 諏 讎

（65ti24h）およびス ト
ーカ方式 の

．
般 廃棄物焼却施設 で あ る Plant

B （6〔b／16h）の 運転条件を変 えて 、排 ガス 中 の ダイ オキ シ ン 類

（PCDDIFs 、　DL −PCB ）、
一
酸化炭素 （CO ）および OHC を連続的

に 同時測 定する とともに、飛灰 中の ダイオキシ ン類とク ロ ロ ベ

ン ゼ ン 類 （CBs ）お よび ク ロ ロ フ ェ ノ
ー一

ル類 （CPs ）濃度 も測 定 し

た。 調査施設 の フ ロ
ー

と試料採取位置を図 1 に示す。前後 で排

ガス をサ ン プ リ ン グした。なお 、入 口 側の サ ンプリン グは 、両

施設 とも消石 灰 噴霧前 で 行 っ た 。

　表 1 に 示 したよう に、Plant　A で は BF 入 口 側温度と活性

炭 の 噴霧量を、Plant　B で は EP 入 目 側温度、燃焼 温 度 お よ び

ごみ質 を変え る な ど、運転条件を変えて それぞれ 5 日間測定

を行 っ た。CO は BF 出 口側で JIS　K 　O 98−7．2 に準拠した

自動計測装置 に よ り連続測定 した 。ま た、CBs と CPs の

分析 は 、前処 理 後 に vati　an 　Satum 　2200　GCIMS シ ス テ ム

（カラ ム ：DB −5MS ）を用 い て行 っ た。

3 ．結果と考察

　 Plant　A で は 医療廃棄物な どの 産業廃棄物を焼却して い

る の で 、BF 入 口側 の ダイオキ シ ン 類濃度が高か っ た e こ

の ため、ばい じ ん 中の ダイオキシ ン 類濃度 も高 くな っ た。

飛灰中の CBs と CPs に つ い て は、ダイオキ シ ン 類 に つ い

て 顕著な傾向が認め られた Run ・No ．・A −2を含めた A −1か ら
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図 1 焼却炉のフ ローおよび試料探取位置
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A −3 に つ い て 比較検討 した。そ の 結果、Run　No．A −2 で は、　CBs と CPs の 濃度が他 の 2 つ の Run に 比 べ て 3 倍

か ら 5 倍高濃度で あ っ た。さ らに、A −1 と A −3 の 比較で は、　BF 入 口 側 の 排ガス 温度が 200℃ で BF 内 で の 二

次生成を 示唆 し て い る A −3 に お い て 、CBs 濃度が A −1 の 2 倍か ら 3倍程度高 くな っ て い た 。

　Plant　B で は集 じん装置として EP を用 い て い る た め 、EP 入 口側 の 排ガス 温度が 290℃と高 い Run 　NoB −1
，
B −2

および B −4 （表 D で は、飛灰中および EP 出口側の 排ガス 中ダイオキ シ ン類濃度が高 くな る な ど、　EP 内にお

け る 顕著な二 次生成 が 確認された。飛灰 中の CBs 、　CP に つ い て は、ダイオキ シ ン類の顕著な二 次生 成 が 認 め

られ た B −1で は 、B −3 に比べ て特に高沸点 （TeCBz，PeCBz ，HxCBz な ど） の CBs が 2倍か ら 4 倍高く、CPs に

っ い ても B −3は不検 出で あ っ た が、B−1 は高 い 濃度で検出された。

4 ．ま とめ

　炉 の 運転条件 を変え る こ と で 、ダ イオキ シ ン類 と OHC お よび有機 ハ ロ ゲン 類 と の 相関 に つ い の 検討し た結

果 、  集 じん装置出口側 におけ る OHC の達続測定によ り、ダイオキシ ン類生成濃度 の 高低が迅速に 予 測 で き

る こ と、  飛灰中 の CBs 、　CPs の分析 に よ り、ダイ オキ シ ン類 の 生成を抑制す る 上で 運転管理 に有効な情報

が得られる こ と、な どに つ い て 明らか にした。
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